
改称し、専門学校化した。だが専門学科.に英仏独の三カ国の外国人教師を招聰することは大の

経費を要するので、専門学校では以後英語によって修業すべき旨を発令した。そのため神足の

ように独語を修めた学生のために鉱山学科を、仏語生のために諸芸学科をそれぞれ設けた。次

いで明治８年７月、東京開成学校は独仏両語をやめて英語露け残し、独語生には化学、仏語生

には物理学に限って修学させることに決した。この時、学生は或いは英語に移り、或いは医科

に転向する者もいた。神足は家を思い、母の老齢を考え、１０月15日付でやむなく退学した。

最近筆者は、神足が大学南校から開成学校時代にかけて用いたと思われる辞書・教科書（す

べて独逸書）を神足勝浩氏より寄贈された。すなわちＦ，ウェーベル独逸辞書をはじめ、リュ

ウーベン第一読本、同第四読本、同第五読本、コッペ平面幾何、同平面三角、同立体幾何、同

数学。代数、レードニッツ第一算術書、同第二算術書、メンツェル暗算書等で、いずれも1870

年から74年にかけて出版されたものであった。書き入れは見られないが、こうした重厚な原書

を教科書に用いたことは、進んだ西欧の学術を真剣に学び取ろうとした姿勢が窺える。それは

語学上からも有効だった。

明治９年５月、彼は内務省地理寮に雇用ざれ気象観測に従事、役人生活を始めた。以後、東

京外国語学校ドイツ語教員工部省鉱山局勤務、内務省御用掛（地理局）等を歴任後、同24年

６月、宮内省御料興局測量課長に就任した。そして特に山林測量技師として大き識功績を残し

た。それについては上條武著『孤高の道しるべ」（銀河書房）に詳しい。神足勝記は1937年

(昭和12)７月７日死去した。享年82。

ボン大学留学生 三浦十郎

三浦十郎は弘化３年（1851）１１月24日佐土原藩士の家に生まれた。文久３年２月学習館塾頭

となり、元治元年郷学所生頭に任命された。戊辰の役には佐土原一番隊長として、官軍の先頭

に立って討幕に加わり、各地に転戦し、赫々たる武勲を立てた。そして明治２年(1859)、佐土

原藩主・島津忠寛の長男‘忠亮公が外国留学することになった。これに家臣が随行することに

なったが、その第一陣として同年９月28日、忠亮公に従い丸岡武郎（大村純雄)、平山太郎、

橋口宗議が米国へ先発した。

そして明治３年（1870）８月28日、第二陣として児玉章吉〈日高次郎)、三浦十郎、木脇良

(良太郎)、町田（島津）啓次郎がやはり米国へ向かった。当時の三浦は維新の戦争に勝って、

幕府を倒したのは自分だと気負った若者であったから、アメリカ、イギリス、ドイツ何するも

のぞとばかり、佐土原藩が世界で一番強いと思っていたという。それで米国へ行くとドイツに

行こうと言い出した。当時、フランスとドイツは戦争中で皆が危険だと云ったのであるが、三

浦は構わずフランス経由でドイツへ向かった。この時木脇良太郎も同行したと推察きれる。木

脇はこの時ベルリン大学に入学しているからである。現在ベルリンのフンポルト大学の公文書

館にある資料によると、木脇は1872年（明治５）１月６日にベルリン大学に入学登録を行って、

73年８月23日に退学している。
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ところで三浦のドイツでの留学先については、従来の資料では「莱因フリードリヒ。ヴイル

ヘルム大学に入学」とのみ記されていて、それ以上に調べたものはなかった。だが、これでは

ドイツの大学の事情に通じない者には、よく分かるまい。これはボン大学のことである。当時

の正式な原語名は蝉niglicheRheinischeFxiedrich-Wilhelms-Universit嵐ｔｚｕＢｏｎｎと云い、

直訳すれば「ボンにある王立ライン・フリードリッヒ。ヴイルヘルムの大学」とでも訳すべき

ものである。ただし現在ではKdniglicheと前置詞ｚｕという語はないので「ライン。フリード

リッビ。ヴイルヘルムのボン大学」と訳きれる。

さて、ボン大学の公文書館にある学籍簿によると、日本の佐土原生まれの三浦十郎（Miura，
Siuro）は1872年（明治５）１０月23日に同大学法学部に入学登録をしている。そして２学期学

んで、1873年（明治６）１１月19日に退学している。ボンでは1872年から73年に至る冬学期には

バウムシューレアレー６番地に住み、７３年の夏学期にはベルダーベルク４番地に住んだ。学籍

簿にはさらに三浦は入学時には21才で、彼の父は役人であったと書かれている。しかし残念な

がら彼は除籍（退学）の手続きを取らなかったために、どういう講義を聴き、どういう演習に

参加したかは不明である。ちなみに、筆者の手元に当時のボン大学の講義題目集

(VerzeichniBderVorlesungen）があるが、これを見ると、三浦が学んだ２学期のいずれも

法学部では約30の講義や演習が行われてい鳥。篭が、いずれにしろ三浦は講義に出ることは少

なかったのではあるまいか。経歴から見て、講義のドイツ語を理解できる語学力を備えていた

とは考えにくいからである。また、当時ボン大学には日本人留学生としては医学の原桂仙ぐら

いしかいなく、その上ボンはベルリンなどと違って、小さな町で娯楽なども少なく、そのため

三浦は寂しい留学生活を送ったのではあるまいか。

三浦が帰国した時期については、「佐土原町史」所収「明治五年外国留学生調」によると、

明治６年（1873）１０月12日に木脇と一緒に帰国したことになっている。木脇の場合は、ベルリ

ン大学の退学時期から見てこの日時で納得が出来患が、三浦については少し疑問が残る。ボン

大学の資料では、上記のように退学時期は73年11月19日であるから、矛盾する。だが11月19日

というのは、三浦が既に退学していることを大学当局が何らかの方法で知った日であると考え

られる。いずれにせよ、これは彼が退学の手続きを取らないで帰国したために起きた行き違い
であろう。

ところで、ドイツからクレゼンス。ゲレストマイエルという婦人が、三浦と婚約した者であ

るといって、はるばる尋ねてきて外務省を驚かした事件があったが、彼は平気で彼独特の手腕

で彼女をドイツに追い返した。この件については『郵便報知新聞」第271号（明治７年２月２０

日発行）に少し出ている。「三浦某なる人が帰朝の後に西洋の婦人が跡を慕って来た由である

が、この婦人は彼地で引誘をなす者であって、これまで三人の華族が彼女に相当な金額をせし

められた程である。三浦氏もその容色に幕着して毎夜潜行したらしい。だが彼女は彼を愛して

いたからではなく、お金が目的で跡を追ってきたのであ愚」という内容鞭記事である。

帰国後の三浦は明治８年に大蔵省紙幣寮出仕となり、以後、累進して明治９年２月調査局長

となった。そして同19年に大蔵省印刷局会計部長に任ぜられた゜そして22年に依願免本官になっ

た。この間明治14年に創設された独逸学協会の会員になった。しかし晩年は若い時ほどの活躍
は見られなかった。1914年（大正３）８月世を去った。
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